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 第 1 章と第 2 章では、岸田自身の言説および岸田が提示した視覚表象の問題を論じた。






















	 第 4 章と第 5 章は、浜口隆一の終戦前後の活動と戦後の広島平和公園に注目し、いわば



















































































































	 審査委員会は国際基督教大学教育研究棟 257 号室において、2014 年 1 月 14 日 10 時 10
分から12時 40分まで最終口述試問を実施し、引き続き審査委員による最終判定を行った。
その結果、提出論文は博士論文に値するに十分な内容を持ち、また学位申請者が自立的で
高度な研究能力を有することを認めて、全員一致で本論文を博士論文として合格と判定し
た。	 
